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　ふるさと納税の寄附が予算額を上回り、寄附者への返礼等に係る予算措置が必要になったことから、
令和５年度白河市一般会計補正予算（第４号）を専決処分したので、議会に報告し、承認を求めようと
するものです。
・歳　入�（ふるさと納税見込み額）
　　　　　当初予算額１億７千万円　補正額４億２千万円　合計５億９千万円
・歳　出　２億480万４千円　返礼品費、郵送料、各種手数料

● 議案第70号　専決処分の承認を求めることについて

　入居率の低い「外面市営住宅及び石久保市営住宅」について、住宅セーフティーネットの役割を維持
しつつ、入居機会の拡大を図るものです。
・入居資格のうち、同居親族案件の例外規定を新たに設ける。
　　外面と石久保市営住宅は18歳から59歳の単身入居を可能とする。

● 議案第73号　白河市営住宅条例の一部を改正する条例

　地方税法施行令の一部改正に伴い、世帯に出産する予定の被保険者又は出産した被保険者がある場合
においては、当該世帯の世帯主に対して賦課する所得割額及び被保険者均等割額を免除するものです。
■免除期間　単胎妊娠　産前１か月・出産予定月・産後２か月
　　　　　　多胎妊娠　産前３か月・出産予定月・産後２か月
　　　　　　※出産予定月→既に出産されている方は出産月
■免 除 額　・出産被保険者に係る所得割額×１/１２×産前産後期間の月数
　　　　　　・出産被保険者に係る均等割額×１/１２×産前産後期間の月数

● 議案第71号　白河市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

12月定例会
　12月定例会が、12月７日から20日までの14日間の会期で開かれま
した。開会日には鈴木和夫市長より提案理由の説明が有りました。一
般質問では14人の議員がそれぞれ市の考えを質しました。
　市長提出議案31件で、専決処分、条例案、単行議案、補正予算案、
人事案件を審議し、いずれも原案のとおり承認、可決、同意されまし
た。
　このページでは、一部の提出議案の内容について、解説や説明をし
たいと思います。審議内容については、６～７ページをご覧ください。

議案ピックアップ

全ての議案の審査結果
は市議会ホームページ
をご覧ください。

◆市長提出議案����� 31件
　（うち人事案件７件）

◆陳情����������２件

◆議員選出議案������ 1件
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議案７件の人事案について、いずれも全会一致で同意議案７件の人事案について、いずれも全会一致で同意人事案件

白河市教育委員会委員

白河市公平委員会委員

白河市固定資産評価審査委員会委員
菊地　正秋氏（東下野出島）【再任】
田代　行孝氏（みさか）　　【新任】
根本　庸一氏（表郷番沢）　【再任】
須藤　政子氏（大信増見）　【再任】
矢田部　朗氏（東千田）　　【新任】

　瀧澤　学氏（大信町屋）　【再任】

　秡川　彌生氏（久田野）　【再任】

任期
４年

任期
４年

任期
３年

　　　国民の命と健康を守るため、政府の責任ですべての医療・
　　　介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書

　〈提出者〉 白河市市議会議員　戸倉　宏一
　　　　　本会議の採決　賛成18人・反対４人により賛成多数で可決

■放課後児童クラブ運営費
　　定員数を上回る登録者が見込まれる白河第二小学校の児童クラブについて、来年度から60人程度受
け入れを増やせるよう新たな施設整備を行うものです。
・事業内容
　　近隣の賃貸スペースを借り上げるための賃借料やトイレ改修、電話開通、備品購入費等を計上。
・財源　国１/３、県１/３、市１/３

● 議案第80号　令和５年度白河市一般会計補正予算（第５号）の主な内容

　健康保険証廃止の中止を求める陳情
　〈陳情者〉 福島県社会保障推進協議会　会長　佐藤　和久

　　　　　賛成討論　深谷　弘議員　反対討論　室井伸一議員
　　　　　本会議の採決　賛成７人・反対15人により反対多数で不採択

陳情第３号

意見書案第６号

　すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める陳情
　〈陳情者〉 福島県医療労働組合連合会　執行委員長　高橋　勝行

　　　　　本会議の採決　賛成18人・反対４人により賛成多数で採択

陳情第２号
陳　情

意見書

陳情と意見書

一般会計補正額（議案第5号・第6号）合計　10億1,254万4千円

※詳細は13ページをご覧ください。

　現在は、児童及び生徒の就学について審議しているが、それのみならず機能を拡充し、早期からの教育相
談・支援やその後の一貫した支援についても助言を行うという観点から、「白河市障害児就学指導審議会」
から「白河市教育支援委員会」に名称を変更するため、条例の改正を行うものです。
　・委員について、「医師の資格を有する者」、「学識経験を有する者」、「関係教育機関の職員」、「児童福
祉施設等の職員」、「教育委員会が必要と認める者」に改めるものです。

● 議案第74号　白河市障害児就学指導審議会条例の一部を改正する条例
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Q
Ａ

総務 常任委員会総務 常任委員会

ふるさと納税寄付金の増額要因はふるさと納税寄付金の増額要因は
「議案第70号　専決処分の承認を求めることについて（令和５年度一般会計補正予算　第４号）
ほか、議案７件が付託され、いずれも原案のとおり承認・可決されました。

令和４年度に新たなポータルサイトを追加したことや、
返礼品のオーディオ機器が好評を博していること、新た
に返礼品提供事業者に加わりたいという地元事業者が増
えていることなどが寄附金の増加につながっている。

当初、12件を見込んでいたが、現時点で24件の申請数を見込んでいる。ホームページ等で周知
に努めている。

Q

Q

●● 議案第70号　専決処分の承認を求めることについて（令和５年度一般会計補正予算　第４号）
　新たなポータルサイトの追加、返礼品の充実

●● 議案第80号　令和５年度白河市一般会計補正予算（第５号）

●● 議案第89号　令和５年度白河市一般会計補正予算（第６号）
　「2,500円分のクーポン券」を全市民に配布

ふるさと納税寄付金の増額要因について

結婚新生活支援事業が当初の見込みよりどの程度増えているのか

Ａ

Ａ

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

「第６弾生活支援クーポン券」予算を計上～物価高騰対策「第６弾生活支援クーポン券」予算を計上～物価高騰対策
生活支援クーポン事業生活支援クーポン事業
「議案第72号　白河市生活交通バス条例の一部を改正する条例」のほか３件が付託され、いずれ
も原案のとおり可決されました。

物価高騰に対する支援と、地域経済活性化を図るため、
小売店や飲食店等で使用できる2,500円分のクーポン
券を全市民に配布する。参加店舗は330店舗を見込ん
でいる。

事業の概要と参加店舗について
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教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

住民税非課税世帯5,100世帯に７万円を給付住民税非課税世帯5,100世帯に７万円を給付
「議案第71号　白河市国民健康保険税条例の一部を改正する条例」のほか10件が付託され、
いずれも原案のとおり可決されました。

世帯に出産する予定の被保険者又は出産した被保険者がいる場合、出産被保険者に係る対象期間
の所得割額及び被保険者均等割額を免除するもので、今年11月の出産から対象になる。
なお、出産被保険者が無職の場合は、被保険者均等割額のみが対象になる。

条例の改正に新設された、国民健康保険の産前産後　保険税免除制度の詳細は

●● 議案第71号　白河市国民健康保険条例の一部を改正する条例

Ａ
Q

この事業は、物価高騰の負担感の大きい低所得世帯を支援するため、令和５年度住民税非課税に
７万円を給付する事業で対象世帯を5,100世帯としており、生活保護者世帯は、令和５年度住民
税非課税世帯として、対象世帯に含まれる。

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業、給付金の増額補正に
ついて、給付金の支給対象に生活保護者世帯は含まれるか

●● 議案第89号　令和５年度白河市一般会計補正予算（第6号）
　物価高騰の負担感の大きい低所得世帯を支援

Ａ

Q

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

入居率の低い市営住宅について、単身入居を可とする入居率の低い市営住宅について、単身入居を可とする
「議案第73号　白河市営住宅条例の一部を改正する条例」のほか議案４件が付託され、いずれも
原案のとおり可決されました。

入居率50％以下の市営住宅を対象としている。

福島県に対する白河市の負担率は事業費の10％。

Q

Q

●● 議案第73号　白河市営住宅条例の一部を改正する条例
　入居率の低い「外面市営住宅及び石久保市営住宅」について、入居機会の拡大を図るた
め、単身入居を可とする。

●● 議案第89号　令和５年度一般会計補正予算（第６号）

入居率が低い市営住宅とする基準は。

県営事業・急傾斜地改善事業負担金の負担率は。

Ａ

Ａ
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Ｑ　
令
和
５
年
を
振
り
返
り
、

こ
の
一
年
を
総
括
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
明

る
い
希
望
を
も
た
ら
す
よ
う
な

未
来
へ
向
け
て
の
市
長
の
展
望

を
ご
披
露
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
今
年
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
の
正

常
化
に
伴
い
、
繁
華
街
や
観
光

地
の
人
出
が
回
復
す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
前
の
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
、
当
た
り
前
の
日
常
の
有
難
さ

を
実
感
し
た
年
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も

人
口
減
少
や
少
子
化
は
想
定
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
ん
で
お
り
、
残
念
な
が
ら
出
生
数
は
全
国

的
な
傾
向
と
同
様
に
減
少
し
、
昨
年
３
０
３
人

を
下
回
る
状
況
で
推
移
。
こ
の
た
め
関
係
部
署

が
連
携
し
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
た

め
、
私
自
ら
が
座
長
を
務
め
た
「
少
子
化
対
策

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

結
婚
前
の
男
女
や
子

育
て
関
連
団
体
か
ら

の
聞
き
取
り
に
よ
る

ニ
ー
ズ
把
握
に
務
め

て
ま
い
る
。

Ｑ　
令
和
４
年
度
大
信
地
域
の
市
営
住
宅
家
賃

滞
納
状
況
に
つ
い
て

Ａ　
入
居
し
て
い
る
滞
納
者
数
が
15
人
、
滞
納

額
は
１
１,

２
６
７,

８
９
０
円
、
又
退
去
し

て
い
る
滞
納
者
数
が
８
人
で
滞
納
額
は
６,

５

５
４,

０
０
０
円
で
あ
り
、
合
計
１
７,
８
２

１,

８
９
０
円
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
収
納
に

務
め
て
ま
い
る
。

Ｑ　
公
共
交
通
を
総
合
的
に
案

内
す
る
窓
口
を
開
設
で
き
な
い

か
伺
う
。

Ａ　
先
進
地
の
取
り
組
み
も
参

考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
く
。

Ｑ　
こ
ど
も
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
、
本
市
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・

小
学
校
・
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
や
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
非
常
通
報
装
置
等
の
設
置
を
で

き
な
い
か
伺
う
。

Ａ　
保
育
園
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

や
交
付
金
の
情
報
提
供
や
今
後
の
大
規
模
改
修

や
改
築
の
計
画
時
に
検
討
す
る
。
小
学
校
、
中

学
校
に
つ
い
て
は
立
地
や
設
備
状
況
等
を
踏
ま

え
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
白
河
市
立
小
野
田
小
学
校
は
、
令
和
6
年

度
の
２
学
年
・
３
学
年
に
お
い
て
、
複
式
学
級

に
な
る
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

複
式
学
級
解
消
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

Ａ　
学
校
と
と

も
に
、
県
よ
り

配
置
さ
れ
る
教

員
数
を
踏
ま
え

市
の
予
算
で
講

師
の
配
置
等
を

検
討
し
、
複
式

学
級
の
解
消
に

努
め
る
。

北野　唯道 議員

遠藤　公彦 議員

令和5年を振り返り、未来へ向けての展望は

白河市立小野田小学校複式学級解消の支援は

持続的な未来へ向け「少子化対策会議」を立ち上げ取り組む

市の予算で講師の配置等を検討

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
12月定例会では14名の議員が一般質問を行いました。12月定例会では14名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

12月定例会において延べ58名の方が傍聴にお
越しくださいました。ありがとうございました。

小野田小学校
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Ｑ　
農
水
省
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
を
本
市
農
業
政
策
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

Ａ　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
は
環
境
負
荷
低
減
に
向
け

た
世
界
的
な
流
れ
を
背
景
に
策

定
さ
れ
資
材
調
達
か
ら
加
工
流

通
ま
で
の
持
続
的
な
循
環
を
目

指
す
も
の
で
、
自
給
率
が
38
％

に
す
ぎ
な
い
我
が

国
に
お
い
て
は
食

料
確
保
へ
の
不
安

は
現
実
的
な
問
題

だ
。
食
料
を
安
定

的
か
つ
持
続
可
能

な
シ
ス
テ
ム
の
実

現
を
目
指
す
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　
本
年
の
相
次
ぐ
異
常
気
象
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
、
ま
た
被
害
防
止
に
向
け
た
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

Ａ　
本
年
４
月
に
果
樹
へ
の
凍
霜
害
が
発
生
し

被
害
面
積
約
27
㌶
、
被
害
額
７
８
０
０
万
円
と

な
り
県
の
農
業
等
災
害
対
策
補
助
事
業
に
よ
り

病
害
虫
駆
除
用
薬
剤
や
霜
被
害
防
止
燃
料
材
の

購
入
を
支
援
す
る
た
め
、
９
月
補
正
予
算
に
お

い
て
対
応
し
た
。
ま
た
、
６
月
以
降
の
記
録
的

な
暑
さ
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
野
菜
で
は
作

付
け
等
が
で
き
な
か
っ
た
異
常
果
が
あ
っ
た
。

今
後
一
層
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
農
業
災
害
の

防
止
に
努
め
る
。

戸倉　宏一 議員

農水省の「みどりの食料システム戦略」の取り組みについて
持続可能な食料システムを目指す

Ｑ　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
公
共
交

通
体
制
に
つ
い
て

Ａ　
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
の

構
造
的
変
化
に
も
対
応
し
た
公

共
交
通
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
、
利
便
性
が
高
く
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

実
現
す
る
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
活
用
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
お
い
て
、
新
た
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
導
入
目
標
や
事
業
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
バ
ス
運
転
手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

Ａ　
県
バ
ス
協
会
で
は
、
今
後
５
年
間
で
３
４

０
名
程
度
の
運
転
手
不
足
を
予
測
し
て
い
る
。

民
間
事
業
者
の
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
雇

用
者
の
裁
量
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
市
に
お

い
て
は
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
24
の
関
係
団
体
か

ら
な
る
「
白
河
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
」
で
運
転
手
不
足
に
関
す
る
意
見
交
換
や
課

題
の
共
有
を
し

て
い
る
。
ま
た
、

他
の
先
進
事
例

も
参
考
に
、
行

政
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
模
索

し
な
が
ら
、
人

員
不
足
の
課
題

解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
。

室井　伸一 議員

ＡＩを活用した新たな公共交通の考えは
地域公共交通計画において協議をしている

Ｑ　
来
年
度
「
中
山
義
秀
文
学

賞
」
は
第
30
回
の
節
目
を
迎
え

る
が
、
市
は
こ
の
事
業
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

Ａ　
第
10
回
、
第
20
回
に
実
施

し
た
事
業
も
参
考
に
し
な
が
ら

議
員
の
提
案
も
含
め
30
回
の
節

目
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

Ｑ　
廃
校
校
舎
は
地
域
の
活
性
化
に
重
要
と
考

え
る
が
、
利
活
用
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　
昨
年
か
ら
現
在
ま
で
、
行
政
利
用
や
民
間

活
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
地
域
活

性
化
に
寄
与
す
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
早
期
に

利
活
用
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　
国
指
定
史
跡
な
ど
の
文
化
的
・
観
光
的
な

掲
示
物
・
看
板
等
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
関
の
森
公
園
内
の
「
江
戸
期
の
関
所
」
は

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
白
川
城
跡
の
史
跡
に

関
す
る
説
明
板
の
設
置
や
更
新
、
お
よ
び
駐
車

場
な
ど
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁

や
有
識
者
と
の

協
議
を
お
こ
な

い
な
が
ら
管
理

計
画
を
作
成
し
、

整
備
し
て
い
く
。

道
路
上
の
枝
葉

や
切
り
株
な
ど

に
つ
い
て
は
早

急
に
改
善
し
て

い
く
。

植村　美洋 議員

記念事業、廃校活用、観光施設整備について
30回の節目にふさわしい記念事業を実施

中山義秀記念文学館

キャベツ畑（大信地内）
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Ｑ　
国
は
、
大
規
模
法
人
を
集

中
的
に
支
援
し
て
い
る
が
、
個

人
農
家
や
新
規
就
農
希
望
者
に

対
し
、
年
齢
に
関
係
な
く
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
市
は
今
後
と
も
、
適
時
に

適
切
な
支
援
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
よ
り
多
く
の
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ　
東
日
本
大
震
災
で
大
信
庁
舎
が
被
災
し
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
仮
庁
舎
と
し
て
か

ら
12
年
が
経
過

し
て
い
る
。
ま

た
、
大
信
公
民

館
の
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
。

大
信
庁
舎
と
大

信
公
民
館
の
計

画
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　
地
域
活
性
化
協
議
会
と
意
見
を
交
わ
し
、

昨
年
策
定
し
た
大
信
地
域
振
興
計
画
に
、
庁

舎
・
公
民
館
の
複
合
化
に
加
え
、
周
辺
エ
リ
ア

の
一
体
的
な
有
効
利
用
の
検
討
を
盛
り
込
ん
だ
。

Ｑ　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
が
、
あ
ま
り
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
周
辺
敷
地
の
整

備
も
含
め
て
、
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ　
主
に
、
小
学
生
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
情
報
を
発
信
し
て
、
多

く
の
方
に
来
館
し
て
頂
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
楽ら

ら々

に
、
来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い

方
が
い
る
。
交
通
手
段
の
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
居
場
所
づ
く
り
事
業
は
、

気
軽
に

交
流
す

る
こ
と

が
で
き
る

「
場
」を
提
供
し
て
い
る
。

交
通
手
段
と
し
て
予
約

型
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券

を
交
付
し
て
い
る
。
更
に
調
査
実
施
す
る
。

Ｑ　
東
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
は
１
か

月
で
あ
る
。
健
康
増
進
の
た
め
、
温
泉
プ
ー
ル

に
し
て
通
年
利
用
の
た
め
の
調
査
検
討
が
必
要
。

Ａ　
温
水
プ
ー
ル
は
、
天
候
に
影
響
さ
れ
ず
、

ま
た
通
年
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
健
康
の
保
持

増
進
期
待
で
き
る
。
一
方
で
プ
ー
ル
の
屋
内
化

や
設
備
導
入
に
伴
い
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

大
き
な
課
題
。
現
在
各
町
村
と
「
公
の
施
設
相

互
利
用
協
定
」
を
締
結
し
、
同
じ
条
件
、
同
じ

料
金
で
利
用
で
き
る
。

Ｑ　
市
職
員
が
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
。
職
員
へ
の
意
識
付
け

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
、

住
民
と
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

今
後
と
も
参
加
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

務
め
る
。

永山　均 議員

佐川　琴次 議員

地域のシンボルとなる大信庁舎を建設できないか

高齢者居場所づくりへの交通対策支援について

大信地域振興計画で庁舎・公民館の複合化を検討している

予約型乗合タクシーやバス・タクシー助成券の交付

大信庁舎

Ｑ　
本
市
へ
の
移
住
を
促
す
た

め
に
は
、
学
校
教
育
（
知
力
・

体
力
・
徳
育
）
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
市
独
自
に
や
っ

て
い
る
こ
と
は
何
か
。

Ａ　
教
育
総
合
会
議
に
お
い
て

本
市
の
教
育
理
念
と
な
る
「
教

育
大
綱
」
を
定
め
、
目
指
す
べ

き
人
づ
く
り
の
基
本
方
針
を

「
『
未
来
を
切
り
拓
く
人
間
力
』
の
育
成
」
と

し
た
。
そ
の
上
で
、「
白
河
歴
史
の
手
引
き
『
れ

き
し
ら
』」を
活
用
し
た
郷
土
愛
の
醸
成
、
全

小
中
学
校
に
学
校
司
書
を
配
置
し
、
読
書
に
親

し
む
環
境
を
整
備
し
て
、
読
解
力
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
学
力
、
体
力
・
運
動
能
力
と

も
全
国
上
位
に
押
し
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
学
力
向
上
推
進
会
議
に
お
い
て
、
具
体
的

な
授
業
改
善
策
に
つ
い
て
市
全
体
で
共
有
し
て

い
る
。
特
に
英
語
で
は
、
福
島
大
学
の
英
語
教

育
の
専
門
家
と
筑
波
大
附
属
小
学
校
の
英
語
担

当
教
諭
を
講
師
と
し
て
、
研
修
を
深
め
た
。
学

力
向
上
に
は
、
授
業
力
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

体
力
・
運
動
能
力

向
上
に
つ
い
て
は
、

体
力
向
上
推
進
計

画
を
策
定
し
、
全

職
員
共
通
理
解
の

も
と
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い

る
。

高橋　光雄 議員

移住促進には学校教育の向上が必要  市独自策は
「れきしら」で郷土愛を��全校に司書を配置し読書を通じ読解力向上

ギャラリーカフェ  楽 （々らら）
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Ｑ　
白
河
市
手
話
言
語
条
例
が

施
行
さ
れ
て
今
月
で
４
年
を
迎

え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
日
常
生
活
で
手
話
を
必
要

と
す
る
ろ
う
者
へ
手
話
通
訳
者

を
派
遣
す
る
意
思
疎
通
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

は
11
月
末
ま
で
に
51
回
の
派
遣

を
行
っ
た
。
ま
た
、
手
話
通
訳
者
養
成
の
た
め

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
白
河
地
区
聴
力
障
害
者
会
や
手
話
サ
ー

ク
ル
草
原
の
協
力
の
下
、
市
公
式
の
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
に
て
手
話
動
画

の
配
信
や
広
報
紙
へ

の
掲
載
に
よ
り
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
組
み
は
市

役
所
窓
口
に
て
手
話

通
訳
者
の
派
遣
が
な

く
て
も
対
応
で
き
る

遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
第
20
回
の
節
目
を
迎
え
た
「
し
ら
か
わ
郷

里
マ
ラ
ソ
ン
」
の
期
待
さ
れ
る
効
果
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
東
地
域
の
特
産
品
や
白
河
の
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
と
、
交
流
を
通
し
て
の
関
係
人
口
の
増
加
、

東
出
身
の
藤
田
敦
史
監
督
の
よ
う
な
人
材
育
成

も
期
待
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
継
続

的
な
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
と
参
加
者
を
増
や

す
た
め
の
周
知
方
法
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

鈴木　裕哉 議員

白河市手話言語条例施行後の取り組みについて
ろう者の安心できる環境づくりに努めていく

Ｑ　
学
校
給
食
は
全
て
の
品
目

で
物
価
が
急
騰
し
、
給
食
を
作

る
現
場
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
。
汁
物
は
水
分
で
か
さ
増
し

し
、
肉
の
代
わ
り
に
豆
腐
を
使

用
、
ま
た
デ
ザ
ー
ト
の
頻
度
を

減
ら
す
な
ど
、
栄
養
士
が
ど
ん

な
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
も
限
界

が
あ
る
と
聞
く
。
学
校
給
食
が

「
貧
相
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
あ
る
。

　
本
市
の
学
校
給
食
を
調
達
し
て
い
る
現
場
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
物
価
高
騰
分
に
つ
い
て
は
昨
年
の
２
学
期

よ
り
国
の
交
付
金
を
活
用
し
補
助
し
て
い
る
。

Ｑ　
16
歳
以
上
の
自
転
車
の
交
通
違
反
者
に
青

切
符
を
交
付
し
、
反
則
金
を
科
す
る
こ
と
を
警

察
庁
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
遠
距
離
を
自
転
車

通
学
す
る
中
学
生
が
多
く
い
る
。
自
身
の
交
通

事
故
だ
け
で
な
く
、
加
害
者
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
安
全
な
自
転
車
の
通
学
指
導
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
夕
刻
時
の
小
学
生
の
自
転
車
事
故
で
、
母
親

に
９
５
０
０
万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
判
例
が
あ

る
。

Ａ　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
努
力
義
務
と
し
、

警
察
官
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
の
実

施
や
教
職
員
と
保

護
者
と
の
協
力
に

よ
り
登
下
校
時
等

の
交
通
安
全
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

柴原　隆夫 議員

学校給食　物価高騰で「工夫も限界」
値上がりは「国の交付金」を活用し補助

自転車通学する中学生

Ｑ　
白
河
市
行
動
計
画
ア
ジ
ェ

ン
ダ
２
０
２
７
を
掲
げ
、
市
民

幸
福
度
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
伺
う

Ａ　
市
の
現
状
を
把
握
し
、
政

策
に
反
映
さ
せ
、
経
済
的
、
精

神
的
、
そ
し
て
社
会
的
に
満
た

さ
れ
た
「
真
の
豊
か
さ
」
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ　
公
用
Ｅ
Ｖ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
土
日
、
祝
日
な
ど
に
公
用
電
気
自
動
車

を
市
民
や
観
光
客

へ
レ
ン
タ
カ
ー
と

し
て
貸
し
出
し
し
、

電
気
自
動
車
の
普

及
促
進
と
地
球
温

暖
化
防
止
に
対
す

る
意
識
啓
発
を

図
る
事
業
で
あ
り
、

予
約
か
ら
返
却
ま

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
完
結
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
「
白
河
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
の
４

つ
の
目
的
を
掲
げ
た
背
景
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
自
転
車
活
用
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、「
市
民
意
識
の

醸
成
」、「
市
民
の
健
康
増
進
」、「
観
光
と
地
域

振
興
」、「
適
切
な
利
用
に
よ
る
安
全
、安
心
の
確

保
」を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

高畠　裕 議員

市民幸福度向上をどのように推進していくのか
「真の豊かさ」を実感できるまちづくりを進めていきたい

「さぁ始めよう、未来を創るゼロカーボン」
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Ｑ　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
市
長
の

想
い
を
伺
い
た
い
。 

Ａ　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
文
学
や
音

楽
な
ど
の
芸
術
と
並
ぶ
世
界
共

通
の
文
化
。
今
後
も
生
涯
に
わ

た
り
健
康
は
も
と
よ
り
心
の
豊

か
さ
も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

白
河
市
と
し
て
い
く
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い
る
。

Ｑ　
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
白
河

市
、
選
手
の
発
掘
強
化
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な

る
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
本
市
の
底
力
を
発
揮

し
、
市
民
み
ん
な
で
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

Ａ　
選
手
や
指
導
者
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
、

応
援
も
強
く
呼
び
か
け
、
さ
ら
な
る
上
位
を
目

指
し
取
り
組
む
。 

Ｑ　
武
道
館
の
さ
ら
な
る
利
活
用
を
見
据
え
て

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を
望
む
が
、
考
え
を
伺
い

た
い
。

Ａ　
都
市
計
画
道
路
と
し
て
の
整
備
は
困
難
で

あ
る
が
、
武
道
館
の
令
和
8
年
度
ま
で
の
改
築

や
大
規
模
改
修
を
検
討
す
る
中
で
総
合
的
に
考

え
る
。

Ｑ　
新
た
に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
実
施
で
き
な
い
か
伺

う
。 

Ａ　
本
市
で
は
「
し
ら
か
わ
郷

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し

て
い
る
。
今
年
は
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
市
民
は
も
と
よ
り

北
は
青
森
県
、
南
は
広
島
県
か

ら
の
参
加
も
あ
り
大
変
親
し
ま

れ
た
大
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
会
に
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
を
組
み
入
れ
る
こ
と
も
含
め
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
る
。

Ｑ　
前
回
答
弁
で
陸
上
競
技
場
管
理
棟
か
ら
入

る
利
用
者
が
15
％
、
北
側
の
狭
く
て
急
な
８
段

の
階
段
を
の
ぼ
っ
て
入
る
利
用
者
が
85
％
で
あ

る
、
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
管
理
棟
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
と
、
利
用

者
の
た
め
に
管
理
棟
か
ら
出
入
り
で
き
る
よ
う

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
教
育
委
員
会
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ　
管
理
棟
は
現
在
管
理
人
が
常
駐
し
て
い
な

い
た
め
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
利
用
か
ら
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
時
以
外
は
利
用
で
き
な
い
。
利
用

促
進
に
向
け
た
検
討
状
況
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
利
用

し
た
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
調
査
を
分
析
し
指
定
管

理
者
で
あ
る
白
河
市
ス
ポ

ー
ツ
協
会
と
管
理
棟
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

佐川　京子 議員

大花　務 議員

武道館へのアクセス道路の整備を望む

新たにハーフマラソン大会を実施できないか

令和８年度までに施設の改築改修の検討の中で総合的に考える

東の「しらかわ郷里マラソン大会」にハーフマラソンを組み入れることを検討する

陸上競技場管理棟

Ｑ　
今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
助
成
事
業
の
実
績(

到
達)

は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
12
月
１
日
時
点
で
、
問
い

合
わ
せ
件
数
22
件
、
申
請
件
数

９
件
、
助
成
件
数
９
件
、
助
成

額
18
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
市
よ
り
対
象
者
の
少
な
い

西
郷
村
で
は
年
間
数
十
件
の
実
績
が
あ
る
。
今

後
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
。

Ａ　
他
市
の
状
況
や
高
齢
者
の
声
を
聴
き
な
が

ら
、
制
度
充
実
の
た
め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
交
通
弱
者
へ
の
移
動
手
段
支
援
事
業
と
し

て
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
移
動
支
援
事
業(

助
成

券)

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス(

こ
み
ね
っ
と
・
地

域
巡
回
バ
ス)

、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

Ａ　
地
域
公
共
交
通
の
担
い
手
は
、
こ
れ
ま
で

民
間
事
業
者
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
国
・
地
方

自
治
体
の
財
政
支
援
な
し
に
は
継
続
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

先
進
地
を
参
考
に
全
地

域
を
網
羅
し
た
交
通
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。 深谷　弘 議員

加齢性難聴者の補聴器購入助成、交通弱者への移動手段支援 今後どうする？
制度充実のため調査研究��先進地を参考に全地域を網羅した交通システムをつくりたい
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〈陳情者〉 福島県医療労働組合連合会　執行委員長　高橋　勝行

陳情第２号
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成
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論

反
対
討
論

陳情第２号
　「すべての医療・介護従事者の処遇
改善と人員増を求める陳情」

採　
択
18：
４
● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

陳情第３号
　「健康保険証廃止の中止を求める陳
情」

不
採
択
７：
15
● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 欠 ● 〇 ● ● ● ● 〇 〇 深

谷
室
井

 本会議の採決

「健康保険証廃止の中止を求める陳情」について
　〈陳情者〉 福島県社会保障推進協議会　会長　佐藤　和久

陳情第３号

議会運営委員

議会運営委員

本会議の採決

審査と結果

審査と結果

採　決

採　決

〇「もう少し陳情の内容を見定めたい」と　継続審査とすべきとの意見
〇願意妥当であるとの意見

〇「いまだ、政府の方針が決定していない状況で」と「【廃止の中止】を求めることに違和感が
ある」として不採択とすべきとの意見
〇「この一年間の健康保険証をめぐる政府の失態を考えた時、現時点では健康保険証廃止は中
止すべきという陳情はもっともである」として採択すべきとの意見

審議の結果、賛成多数により採択。関係機関に意見書を提出しました。
〈提出者〉 白河市市議会議員　戸倉　宏一

採決の結果、賛成少数で不採択とすべきと決しました。

中止を求めることに賛成の立場で深谷　弘議員が、反対の立場で室井伸一議員が討論を
行いました。採決の結果、賛成少数により、不採択となりました。

採決の結果、賛成多数で採択すべきものと決しました。

賛成討論要旨 反対討論要旨深谷　弘議員
　政府は令和５年６月に、現行の健康保険証を令和６年秋
に廃止しマイナンバーカードに一本化するという方針のも
と、廃止を進めようとしていますが、マイナ保険証の個人
情報や自己負担割合の誤入力による間違い、また情報漏え
い等、多くの国民が危惧する状況が噴出しました。そのた
め、現状においてこの秋に健康保険証を廃止してマイナ保
険証に統一することは混乱を招く重大な問題であり、健康
保険証廃止の中止を求めることは妥当であると考える。

　マイナ保険証は、今後ますます進むデ
ジタル社会において、必要なものと考え
ているが、不安に思う国民もいることか
ら、時間をかけて進めることが望ましい。　　
　このことから、健康保険証の廃止の中
止をするのではなく、健康保険証の廃止
を延期することが、妥当である。

本会議の採決

➡

➡

室井伸一議員

意見書案第６号
「国民の命と健康を守るため、政府の責任ですべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書」

請願＆陳情
　日本国憲法で定める「請願権」は、国民が国や地方公共団体に対して、様々な要望を出せる権利です。「災害や事故
などによる損害の救済」、「法律の制定や廃止」、「公務員の罷免」などについて要望を出すことができます。
　請願と陳情は、要望等を議会に訴える手段という点では同じですが、形式が異なります。
　請願は、憲法で保障された国民の基本的権利であり、その方式や処理の手続きなどが定められていますが、陳情は
定められていません。また、請願は紹介議員が必要ですが、陳情は必要ありません。
　12月議会までに白河市議会に提出された案件は、下記の陳情２件でした。12月15日の本会議後、担当委員会であ
る「議会運営委員会」に付託され、陳情２案について審議が行われました。その議会運営委員会での審査経過と結果
について報告します。



勤労感謝の日訪問
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　去る11月14日に専念寺学園幼稚園児の代表６名　去る11月14日に専念寺学園幼稚園児の代表６名
の皆さんが先生と共に来庁し、日ごろ市民の幸せのの皆さんが先生と共に来庁し、日ごろ市民の幸せの
ために働いていることに感謝の言葉とお花を届けてために働いていることに感謝の言葉とお花を届けて
くださいました。懇談の中で、大きくなったらの夢くださいました。懇談の中で、大きくなったらの夢
をいろいろ語ってくれました。をいろいろ語ってくれました。
　可愛い訪問にこころがほっこりしました。　可愛い訪問にこころがほっこりしました。
　ありがとうございました。感謝。　ありがとうございました。感謝。

子どもたちと佐川京子副議長

「しろくてぴかぴかのおこ
めができました」（同園で
は毎年、園児自らがお米を
育て収穫し、食と命の教育
を行っています）と頑張っ
て書いたお手紙もいただき
ました。

令和５年度　福島県市議会議員研修会に参加

　市議会議員1９名が参加し、令和６年１月17日、会津若松市で開
催された福島県市議会議長会主催の「福島県市議会議員研修会」に
参加してきました。
　今回の研修では、大正大学社会共生学部の江藤俊昭教授による「住民自治と最近の議会改革の取り組み～『住
民自治の根幹』としての議会を作動させる～」という演題による講演があり全国各地の「議会改革の取り組み」
が紹介され、大変参考になりました。
　特に「地域経営にとって重要な権限は議会にある」との説明では、これまで首長と議会との二元制の中では理
解していましたが、改めて議会の重要性を認識させられた思いがしました。また、他市の取り組みの中で「議会
報告会」や市民との「意見交換会」の重要性の説明もあり、またある議会によっては「市民フリースピーチ」も
導入するなど積極的に市民からの意見を聞こうという姿勢が感じられる事例報告もありました。事例報告の中で
講師から「民主主義は、市民の希望と参加で始まります」という言葉が印象的でした。
　我々、白河市議会としても他議会の事例を参考にし、なお一層「市民の福祉向上のために努力する」というこ
とを改めて誓いました。

住民自治と最近の議会改革の取り組み
～「住民自治の根幹」としての議会を作動させる～

かわいい
お客様
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■白河市町内会連合会
　会　長　伊藤　　満 氏（昭和町町内会）
　副会長　矢内　文一 氏（二枚橋・日の出町内会）
　　　　　河野　敏夫 氏（大町町内会）
　　　　　石名　国光 氏（南湖町内会）

■市議会議員
　議　長　　　　　　　　　筒井　孝充
　副議長　　　　　　　　　佐川　京子
　議会運営委員会副委員長　大竹　功一
　総務常任委員長　　　　　室井　伸一
　　　　　　副委員長　　　戸倉　宏一
　市民産業常任委員長　　　高畠　　裕
　　　　　　副委員長　　　根本　建一
　教育福祉常任委員長　　　吉見優一郎
　建設水道常任委員長　　　鈴木　裕哉
　　　　　　副委員長　　　永山　　均

　令和５年度白河市町内会連合会と市
議会議員との意見交換会は、12月21
日、全員協議会室で次の議題で開催さ
れ、意見交換を行いました。
　（１）町内会の加入状況について　
　（２）町内会役員のなり手不足について　
　（３）町内会の運営に係る課題等について

　町内会とはいえ地理、地形的、歴史的に様々であり、存在している問題も様々です。今後
ますますのグローバル化に伴う生物起源の感染症被害、頻発する大規模自然災害、とりわけ
地震、台風による水害、少子高齢化による、ますますの「個」の孤立化など、その地域に内
在している社会問題や構造的な弱点が一気に顕在化に向かっています。
　今後とも町内会、議会、市執行部とともに情報を共有し、市民の福祉向上に寄与していき
たいと思います。

意 見 交 換 会

白河市町内会連合会役員と

市議会（三役及び各委員会正副委員長）との

伊藤会長

石名副会長

矢内副会長

河野副会長
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 「白河市消防団出初式」（1月7日）に出席。
　消防団員の皆様の力強い雄姿に感銘。
　消防団員として活動している議員もおります。

議会の様子を見て、とても勉強になりました。これ
から、学校の話し合いなどで活かしていきたいです。

僕は、議会のことがいろいろ分かりま
した。ぼくたちの意見がどのように政
治に反映されているのかが詳しく分か
りました。� 議会で話し合っているところを初めて見ました。真

剣に取り組んでいた、すごいと思いました。

自分の目で見て感じる経験を 小学生が議会を傍聴
　小野田小学校６年生11名が、社会科「私たちの暮らしと政治」を学ぶため、議会傍聴に12月13日に訪
れ、一般質問を行う議員と市長の真剣なやり取りを一生懸命メモをとりながら傍聴しました。
　児童の皆さんから感想が届きましたので掲載させていただきます。
　白河市議会では未来を担う児童生徒の皆さんの議会見学を心よりお待ちしております。



2024（Ｒ6）2.7　Vol.7317

「二十歳の集い」（1月7日）に来賓として出席。
  676名の門出を祝いました。

僕たちの将来のために一人一人が真剣に会議に取
り組むところがかっこいいと思いました。

議会の方々の話の仕方や質問への答え方がとても
かっこいいと思いました。白河市民のために真剣
に話をしており凄いと思いました。

僕は、市議会の皆様が市民の未来がよりよ
くなるように、様々な事を考えてくれてい
ることが分かりました。�

今回の見学で、自然環境や教育について、私たち
の意見がどのように政治に反映しているのかが詳
しくわかりました。�

今回の議会を見学して市民みんな
のために真剣に取り組むところが
かっこいいと思いました。

私達のために話し合っている姿
を見ることができてうれしかっ
たです。とても貴重な経験にな
りました。�
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３ 月定例会の予定月定例会の予定 正式には２月28日の開会日に決定します。
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議会報編集委員会

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

「こどもの笑顔がいちばん」「こどもの笑顔がいちばん」「こどもの笑顔がいちばん」「こどもの笑顔がいちばん」「こどもの笑顔がいちばん」

佐川京子委員長佐川京子委員長

佐川琴次佐川琴次

大竹功一大竹功一

根本建一根本建一 永山　均永山　均

戸倉宏一副委員長戸倉宏一副委員長

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場
　２月２８日（水）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
　３月　５日（火）本会議【一般質問１日目、委員会付託（請願・陳情）】
　　　　６日（水）本会議【一般質問２日目】
　　　　７日（木）本会議【一般質問３日目】
　　　　８日（金）本会議【総括質疑、委員会付託（議案）】

１１日（月）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１２日（火）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１３日（水）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１５日（金）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】
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東日本大震災の被災地支援イベント東日本大震災の被災地支援イベント「「福福
ふっふっ

幸幸
こうこう

市」市」


